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スマ－ト農業推進フォ－ラム2022in東北

2022年11月30日

ICT利用による東北地域における畑作物
(大豆・小麦)収量向上サービスの実証・実装

北上地域産地形成コンソ－シアム

農研機構東北農業研究センタ－ 緩傾斜畑作研究領域



＜実証面積：3,000ｈａ＞ ＜実証品目：大豆、小麦＞

〇 実証エリアである岩手県北上・花巻地域では、大規模な担い手への農地集積も進展しており、多様な分散圃場で効
率的に大豆・小麦の収量向上を図ることが課題になっている。そこで、本実証では、スマート農業技術を活用して、
大豆・小麦の収量向上を実現する方策を確立する他、これらの技術をパッケ－ジ化し、サービス事業として
広範に提供することで産地形成を図ることを目的に以下の実証を行う。
① 大豆・小麦栽培圃場の簡易診断
② 大豆・小麦の収量向上技術の実証
③ 営農・生産管理システムを用いたデータの総合管理・活用の実証
④ 産地形成に向けた大豆・小麦の収量向上サービスモデルの構築

〇 実証経営体及び実証エリアの大豆・小麦作付圃場(約３０００ha)の多収阻害要因の簡易診断を行う。
〇 圃場診断結果に基づき圃場の排水対策等を実施し、大豆及び小麦収量の25％増を達成する。

〇 営農・生産管理システムを用いて、各種営農データを総合管理するとともに大豆、小麦の収量向上のため
のデータの具体的な分析・活用方法を構築する。

〇 大豆・小麦収量向上サービス事業のビジネスモデルを提案する。

【畑4B2】ICT利用による東北地域における畑作物(大豆・小麦)収量向上サービスの実証
・実装 ㈱西部開発農産ほか（岩手県北上市）

圃場簡易診断ツール
・土壌分類や栽培方法
から湿害などの要対策
圃場を効率的に把握

圃場の凹凸センシング
・トラクタの位置情報等
を活用して効率的に排水
対策を実施

生育センシング
・NDVI、植被率等
を用いて生育状況
を評価

実証目標

背景及び取組概要

湿害

干ばつ害

肥沃度不足

黒根腐病害

子実食中害

雑草害
10

簡易診断の結果

診断に基づく大豆栽培改善
技術導入支援マニュアル

空撮画像

植被率

凸凹マップ

収量計測コンバイン
・圃場ごとの収量セン
シングを行い対策の効
果を評価

営農・生産管理
システム
・各種営農データを
総合的に管理
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〇実証エリア；岩手県北上・花巻地域の大豆・小麦作付全圃場
の約3,000ha

【実証地域の概要】
岩手県北上・花巻エリアは、東北の主要な大豆・小麦産地の一つですが耕地は市
街地周辺から中山間地におよび、大小様々な区画や排水不良田など多様です。
この様な基盤のもと、大規模な担い手への農地集積も進展しており、多様な分散
圃場で効率的に大豆・小麦の収量向上を図ることが課題になっています。

【構成員】
農研機構東北農業研究センタ－、(株)西部開発農産、(一社)北上市機械化農業公社、
JAいわて花巻北上地域営農グル－プ、(株)日立ソリュ－ションズ、SCSK（株）、
農研機構本部農業経営戦略部、岩手県農林水産部、岩手県中部農業改良普及センタ
－、岩手県農業研究センタ－、北上市、北里大学

【実証経営体】
(株)西部開発農産；延作付面積982ha（大豆329ha、小麦149ha、主食用86ha、

飼料用米144ha、稲WCS75ha など・2021年度・2毛作含む)

(一社)北上市機械化農業公社；作付面積500ha（大豆200ha、小麦195ha、
主食用米35ha、飼料用米70ha・2021年度）
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北上・花巻エリア

出典：国土地理院地図をベースに作成

（株）西部開発農産の圃場(一部)

2

(株)西部開発農産

出典：国土地理院空中写真をベースに作成

(一社)北上市機械化農業公社



4

・取り組みの概要

実証技術体系：圃場の簡易診断結果に基づき、高リスク圃場の排水対策等を優先的に
実施。慣行栽培に比べ大豆及び小麦収量の25％増を達成する。

湿害

干ばつ害

肥沃度不足

黒根腐病害

子実食中害

雑草害
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簡易診断の結果

診断に基づく大豆栽培改善
技術導入支援マニュアル

1. 簡易診断

2. 高リスク圃場の把握
3. 圃場内の高低差を把握

（排水施工計画）

4. 排水対策(暗渠)

5. 生育センシング／収量コンバインによる評価 (明渠)

ドロ－ンを用いた高低差センシング(例;暗渠施工プラン)

トラクタ位置情報を用いた高低差センシング

生育センシング(例；植被率)

高 低

6. データの総合管理と
サービス事業モデルの構築

出典：国土地理院空中写真ベースに作成

出典：国土地理院空中写真ベースに作成
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圃場簡易診断ツールを用いて、西部開発農産と北上市機械化農業公社の管理する大豆
圃場(2022年)について湿害リスクを評価し、マップ化した。

※赤色が濃いほど湿害リスクが高く、白色では湿害リスクが小さいことを示す。

大豆・小麦栽培圃場の簡易診断

出典：国土地理院空中写真をベースに作成
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実証エリアの土壌条件は多様であり、エリア全体の湿害リスク等の評価、
マップ化を進めている。

土壌分類図(e土壌図Ⅱ・農研機構)

出典：国土地理院空中写真をベースに作成
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大豆・小麦の収量向上技術の実証

〇2021年イネWCS収穫後に
圃場14枚を傾斜合筆して
2.5haの圃場に。
圃場の凹凸センシングを行
い、プラン策定の後、暗渠を施工。
(礫の影響で施工出来ない場所も)
大豆播種後に明渠の施工も行い、
生育センシングを実施。

高 低

暗渠施工プラン

実際の暗渠施工位置と生育状況
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RGB画像(7/24) NDVI画像(8/19)DEM画像(6/22)

※青線は明渠の施工位置を示す播種時の凹凸マップ
に基づき明渠を施工

高低差センシングに基づく排水対策(明渠)

RGB画像(9/15)

今後、ダイズの生育水準を定量的に解析する

出典：国土地理院空中写真をベース
に作成

高

低
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〇複数圃場への様々な明渠施工で効果を検証。
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小麦圃場への暗渠施工(北上市機械化農業公社)

浅層暗渠施工機による暗渠施工(9月)

施工後の暗渠からの排水(9月)

浅層暗渠施工機
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診断技術 (効果診断)

土壌タイプ毎に圃場を区分

土壌分類図黄色が圃場

圃場簡易診断アプリによる診断

圃場診断

診断結果

要対策実施圃場の把握
・マツプ化

圃場の高低差セ
ンシングMAP
（上）に基づく
暗渠施工

圃場内の凹凸セ
ンシングMAP
（上）に基づく
明渠施工

診断技術(圃場診断) 改善技術(排水対策施工)

衛星写真等に
よる生育セン
シング(大豆）

汎用収量コンバインに
よる収量センシング

デ－タを統合して分析・評価

生産管理システム

湿害

干ばつ害

肥沃度不足

黒根腐病害

子実食中害

雑草害
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簡易診断の結果

診断に基づく大豆栽培改善
技術導入支援マニュアル

〇生産管理システムを用いてセンシングなどで得られる各種データを総合管理するとともに、
データの連携活用を行い、収量向上を実現する手法を構築する。
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目標

〇技術体系を確立するとともに、収量向上サービス事業モデルを
構築し、実証経営体以外のスマート農機を有しない生産者に対
してもサービス事業としてスマート農業の効果を提供できる方
法を構築する。

〇これらの実証を通して、北上・花巻地域の大豆・小麦生産量の
向上を達成し、スマート農業技術の導入による産地形成を実現
する。

〇大豆・小麦栽培圃場の簡易診断から、湿害対策等の実施、生育・
収量センシングによる効果の評価までの一連の技術体系を確立す
る。

〇この技術体系を実証し、大豆、小麦の収量25％増を達成する。

・本実証は、農林水産省「スマ－ト農業実証プロジェクト(産地形成実証)」(事業主体：国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構)の支援を受けて実施されます。


